	１年
	学習指導要領　国語
第一学年及び第二学年
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 (2) 
	ア　姿勢や筆記具の持ち方を正しくし，文字の形に注意しながら，丁寧に書くこと。
イ　点画の長短や方向，接し方や交わり方などに注意して，筆順に従って文字を正しく書くこと。


	教材
ページ
（配当時間）
	配
当
月
	目標
（◎＝主目標）
	用
具
	主な学習活動
	評価項目
（◎＝重点評価項目）

	①もじの

せかいに
でかけよう

・じを　かく

しせい

・はじめの　
れんしゅう
Ｐ3～7（2時間）
	４
月
	◎正しい姿勢・鉛筆の持ち方でかく。

○いろいろな線をかき，運筆に慣れる。
	鉛筆（色鉛筆）
	1 正しい姿勢・鉛筆の持ち方を学習し，丁寧に書く態度を身につける。

2 平仮名や片仮名，漢字の筆使いに通じるいろいろな線をかき，運筆に慣れるとともに，書写学習への関心・意欲を高める。

3 姿勢・鉛筆の持ち方について自己評価をする。
	◎正しい姿勢・鉛筆の持ち方でかこうとする。（関・意・態）

○意欲的に学習に取り組もうとする。（関・意・態）

	②ひみつを　みつけよう

・ひらがなの　れんしゅう
Ｐ8～10
（3時間）
	５
月
	◎平仮名の「止め」と「払い」の書き方を理解し，正しく書く。
◎筆順を理解し，筆順に従って書く。

◎文字の外形を理解し，外形に注意して書く。
	鉛筆（フェルトペン）
	1 平仮名の「止め」と「払い」の書き方を理解し，正しく書く。

　【平仮名の筆使い】「止め」「払い」
2 文字には筆順があることを理解し，筆順に従って書く。

　【筆順の大原則】上から書く，左から書く。
3 文字にはいろいろな形があることを理解し，外形に注意して書く。

【字形の整え方】外形（真四角，縦長，横長）
4自己評価をする。
	◎平仮名の「止め」と「払い」を正しく書いている。（技能）
◎筆順を理解し，筆順に従って書いている。（知・理）
◎文字の外形に注意して書こうとする。（関・意・態）

	◇もじの　
はなし

・どちらから　かくのかな
Ｐ11（コラム教材につき時間配当なし）
	
	◎横書きの書き方を理解する。
	鉛筆
	1 横書きは左から右に書くことを知り，書写学習に興味をもつ。
	◎横書きの書き方を理解している。（知・理）

	③たんけん
しよう

・「まがり」と「おれ・おりかえし」
Ｐ12・13
（3時間）
	５

・

６
月
	◎平仮名の「曲がり」と「折れ・折り返し」の書き方を理解し，正しく書く。

○平仮名の「はね」の書き方を理解し，「はね」に注意して書く。

○濁点と半濁点のある字の書き方を理解する。
	鉛筆（フェルトペン）
	1 「曲がり」と「折れ・折り返し」に通じる線の練習をする。
2 平仮名の「曲がり」「折れ・折り返し」の書き方を理解し，正しく書く。

　【平仮名の筆使い】「曲がり」「折れ・折り返し」
3 平仮名の「はね」の書き方を理解し，「はね」に注意して書く。

　【平仮名の筆使い】「はね」
4 濁点と半濁点の，書く位置や筆順を理解する。

5 筆順に従って書く。

6 自己評価をする。
	◎平仮名の「曲がり」と「折れ・折り返し」を正しく書いている。（技能）

○平仮名の「はね」に注意して書こうとする。（関・意・態）

○濁点と半濁点のある字の書き方を理解している。（知・理）



	・「むすび」
Ｐ14・15
（3時間）
	６

・

７
月
	◎平仮名の「結び」の書き方を理解し，正しく書く。

○促音の字の書き方を理解する。

○句読点とかぎ括弧の書き方を理解する。
	鉛筆（フェルトペン）
	1 「結び」に通じる線の練習をする。
2 平仮名の「結び」の書き方を理解し，「結び」の形に注意して書く。

　【平仮名の筆使い】「結び」（横長，縦長）
3 促音の字の大きさや書く位置を理解する。
4 句読点とかぎ括弧の，書く位置や筆順を理解する。
5 筆順に従って書く。

6 自己評価をする。
	◎平仮名の「結び」を正しく書いている。（技能）

○促音の字の書き方を理解している。（知・理）

○句読点とかぎ括弧の書き方を理解している。（知・理）

	○せいかつに　ひろげよう

・なまえを　
かこう
Ｐ16・17
（2時間）
	７
月
	○フェルトペンの持ち方を理解する。

◎既習事項を生かして，丁寧に書く。
	フェルトペンほか
	1 フェルトペンの持ち方を理解する。
2 既習事項を生かして，名前を丁寧に書く。
3 自己評価をする。
	○正しいフェルトペンの持ち方で書こうとする。（関・意・態）

◎既習事項を生かして，丁寧に書こうとする。（関・意・態）

	④たからばこ

・ひらがなの　ひょう
Ｐ18・19
（3時間）
	９

月
	○正しい姿勢・鉛筆の持ち方で書く。

◎平仮名五十音を，既習事項を確認しながら，筆順に従って正しく書く。

○拗音の字の書き方を理解する。
	鉛筆
	1 正しい姿勢・鉛筆の持ち方を確認する。
2 平仮名五十音を，既習事項を確認しながら，筆順に従って丁寧に書く。
3 拗音の字の大きさや書く位置を理解する。
4 平仮名の似ているところに注意して書く。
5 自己評価をする。
	○正しい姿勢・鉛筆の持ち方で書こうとする。（関・意・態）

◎平仮名五十音を，既習事項を確認しながら，筆順に従って正しく書いている。
（技能）

○拗音の字の書き方を理解している。（知・理）

	⑤たんけん
しよう

・「とめ」
「はらい」
「はね」
Ｐ20・21
（3時間）
	９

・

10
月
	◎漢字の「止め」「払い」「はね」の書き方を理解し，正しく書く。
	鉛筆（フェルトペン）
	1 「止め」「払い」「はね」に通じ　　

　る線の練習をする。
2 漢字の「止め」「払い」「はね」の書き方を理解し，正しく書く。

　【点画・筆使い】「止め」「払い」「はね」
3 筆順に従って書く。
4 自己評価をする。
	◎漢字の「止め」「払い」「はね」を正しく書いている。（技能）

	・「おれ」
「まがり」
「そり」
Ｐ22・23
（3時間）
	10

・

11
月
	◎漢字の「折れ」「曲がり」「反り」の書き方を理解し，正しく書く。

○片仮名の「折れ」と「曲がり」に注意して書く。
	鉛筆（フェルトペン）
	1 「折れ」「曲がり」「反り」に通じる線の練習をする。
2 漢字の「折れ」「曲がり」「反り」の書き方を理解し，正しく書く。

　【点画・筆使い】「折れ」「曲がり」「反り」
3 片仮名の「折れ」と「曲がり」に注意して書く。

4 筆順に従って書く。

5 自己評価をする。
	◎漢字の「折れ」「曲がり」「反り」を正しく書いている。（技能）

○片仮名の「折れ」と「曲がり」に注意して書こうとする。（関・意・態）

	⑥ひみつを　見つけよう

・文字の　
かたち
Ｐ24・25
（2時間）
	11
月
	◎漢字の外形を理解する。

○片仮名の外形に注意して書く。

○長音符号の書き方を理解する。
	鉛筆（フェルトペン）
	1 漢字の外形を理解し，外形を考えて書く。

　【字形の整え方】外形（真四角，縦長，横長）
2 片仮名の外形に注意して書く。
3 長音符号の書き方を理解する。
4 筆順に従って書く。
5 自己評価をする。
	◎漢字の外形を理解して書いている。（知・理）

○片仮名の外形に注意して書こうとする。（関・意・態）

○長音符号の書き方を理解している。（知・理）

	・ひつじゅん
Ｐ26・27
（2時間）
	11

・
12
月
	◎筆順の原則を理解し，筆順に従って書く。

○間違えやすい筆順に注意して書く。


	鉛筆

（フェルトペン）
	1 筆順の原則を理解し，筆順に従って書く。

　【筆順の原則】上から書く，左から書く
2 間違えやすい筆順に注意して書く。
3 自己評価をする。
	◎筆順の原則を理解している。（知・理）

○間違えやすい筆順に注意して書こうとする。（関・意・態）

	○せいかつに　ひろげよう

・かきぞめを　しよう
Ｐ28・29
（2時間）
	12
月
	○正しい姿勢・筆記具の持ち方で書く。

◎既習事項を生かして書き初めをする。

○行末の句読点の書き方を理解する。
	鉛筆（フェルトペン）
	1 正しい姿勢・筆記具の持ち方を確認する。
2 既習事項を生かして書き初めをする。
3 行末の句読点の書き方を理解する。

4 筆順に従って書く。

5 自己評価をする。
	○正しい姿勢・筆記具の持ち方で書こうとする。（関・意・態）

◎既習事項を生かして，丁寧に書こうとする。（関・意・態）

○行末の句読点の書き方を理解している。（知・理）

	⑦ひみつを　見つけよう

・かくの　
ながさと
ほうこう
Ｐ30・31
（2時間）
	１

月
	○正しい姿勢・鉛筆の持ち方で書く。

◎画の長さの違いを理解し，画の長さに注意して書く。

◎画の方向の違いを理解し，画の方向に注意して書く。
	鉛筆（フェルトペン）
	1正しい姿勢・鉛筆の持ち方を確認する。
2 画の長さの違いを理解し，画の長さに注意して書く。

　【字形の整え方】画の長さ
3 画の方向の違いを理解し，画の方向に注意して書く。

　【字形の整え方】画の方向

4 筆順に従って書く。

5 自己評価をする。
	○正しい姿勢・鉛筆の持ち方で書こうとする。（関・意・態）

◎画の長さの違いを理解している。（知・理）

◎画の方向の違いを理解している。（知・理）

○画の長さや方向に注意して書いている。（技能）

	⑧たからばこ

・かん字の　
かきかた
Ｐ32（2時間）
	２
月
	◎既習漢字の点画・筆使いをまとめ，正しく書く。
	鉛筆
	1 既習漢字の点画・筆使いをまとめ，正しく書く。

　【点画・筆使い】「止め」「払い」「はね」「折れ」「曲がり」「反り」
2 筆順に従って書く。
3 自己評価をする。
	◎既習漢字の点画・筆使いをまとめている。（知・理）

○既習事項に注意して，正しく書いている。（技能）

	○せいかつに　ひろげよう

・すきな　
ことを　
つたえよう
Ｐ34・35
（2時間）
	２
・

３

月
	○正しい姿勢・筆記具の持ち方で書く。

◎既習事項を生かして，丁寧に書く。
	鉛筆・フェルトペンほか
	1 正しい姿勢・筆記具の持ち方を確　　

　認する。
2 既習事項を生かしながら，自分の好きなことを紹介する文章やカードなどを丁寧に書く。
3 自己評価をする。
	○正しい姿勢・筆記具の持ち方で書こうとする。（関・意・態）

◎既習事項を生かして，丁寧に書こうとする。（関・意・態）

	◇かいて　
みよう

・「花さかじいさん」の　
うた
Ｐ36（資料教材につき時間配当なし）
	
	◎既習事項を生かして，丁寧に書く。
	鉛

筆


	1 既習事項を生かして，伝統的な言語文化に関する文章を丁寧に書く。
	◎既習事項を生かして，丁寧に書こうとする。（関・意・態）


書1年‐2

